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1. はじめに
G P SやV LBlを用いて , 鉛直成分1c mの壁突破の鍵を握る 一 つ の要素は , 大気の非
- 様性をいかf=正確1こ推定 ｡ 補正で きるかである. Ma cM 川a n(1995)lこよる異方性マ ッ
ピング関数をV LBI観測に適用し虚研究, またWa re et al.(1 997)(=よるマイクロ波放
射計(WVR)で推定した視線方向の湿潤遅延量をG PS解析に適用した研究で は , いず
れも基線長や 3次元位置の再現性ガ確かめ られて い る. しかしなガら, MacMi”an
(1 995)の研究で鉛直成分で の再現性向上ガ見られた観測点ガ, Koke e Pa rk(ハワイ諸
島力ウアイ島), On s aJa(スウェ
ー デツ), 及びLo s ALa mos(米国本土)の3点であるこ
と, そ してWa re et al.(1 997)の研究ガ冬季のコロラドで行われ近事を考慮すると,
比較的捌苗別 ､さ<, 空間的にはメソ スケ ー ルより も大きい水蒸気変軌の除去に成
功した可能性ガ香る.
一 万 , わが国 のようなモン ユ - ン地域で , かつ 地形の起伏に富んだ地域では , 水
蒸気の時間的 ･ 空間的変動の スケ -lL'は様々 である . 中で もメ ソ スケ ー ル ･.□
- カ
ル スケ ー ル現象の影響は, 従来の異方性マ ッピング関数やWVR推定ガ適用され恵米
EE)中西部などと比べ ると はる創こ大きいと容易に想像 でき る. - 方, わが国周辺で
大気の非 一 様性(=よる影響ガG P SやV LBI観測に対 して どの程度あるかを定量的T=評
価した例はまだ少ない . わすか に, lchika w a et al. (1996)による数値予報デ ー タを
用いた =JミュL, - :J ヨツ , 木股他(19 96)による爆弾低気圧や海陸風の影響の存在,
あるい はMous a(1 9 97)F=よ るW V Rを用い た湿潤遅延盈異方性の検証等a)研究野ある
の み である. そ こ で , 遅延量の時間 ･ 空間スケ ー ルを網羅するデ ー タベ ー スを構築
し. わ か国独自 の異万性 マ ッ ピング関数の 開発等に役立て る 定めr:. 狭領域格子点
気象デ ー タを用いた湿潤遅延真の :J ミ ュL' - =J ヨン とWVRl=よる実証観測を今年度
よりス タ ー トさせ る.
2 . メ ソスケ - ルでの湿潤遅延量の異方性と測位誤差評価
固1 は, 湿潤遅延量の異万性の 一 例として , 気象庁1 0km格子 . 地域モデルデ ー タ,
及び岡デ ー タの 気圧 ･ 温度 ･ 露点温度の鉛直プロフ ァ イ).L'か ら構築し庭球対称大気
モデルから, そ れぞれ波線追跡法を用いて 計算した湿潤遅延量の差を3時間毎にプ
ロットしたもの である. こ れ らは, 仙台近傍 の格子点f=あい て , 仰角30度, 20鼠
1 5匿, 1 0度及び5直の場合につ いて方位1度毎に計算し, これらを1 0度毎の値で移動
平均した結果である. Ga rdn e r et al.(1978)やDavis etaL(1993)の指摘と同様に, こ
れ らのプロツ 卜 はtまぽサイン関数的なカ ー ブを示す. その 一 万で , よ り短し＼波長の
水蒸気分布の影響を示唆する変化ガ見られる. こうし起変化は5 - 1 0慶程度の低仰角
で の み見5 れる場合と, 5 - 2 0産ま で の範囲で見られる2つ の ケ ー ユガある . 水蒸気
の スケ ー ルハイト(約3km)とモデル の最小格子間隔(約10km)を考慮すると, 前者は少
な< とも仙台か ら30km以上離れた地点で の , 後者は仙台近傍で の メ ソスケ ー ル規模
の影響と想像される .
こ う したシ ミ ュL, - :J ヨ ツを様々な気象条件下 で数値予報デ ー タを用いて行い ,
わが国周辺で の湿潤遅延量の時間 ･ 空間変動の詳細な把握を目指す. さらに格子点
気象デ ー タを用いた測位誤差の :J ミュL/ - :J ヨ ソ結果も併せ てデ ー タベ ー ス と し,
実際の観測結果を評価する際 のrefere n ceとする. こ れは, わが国 に適合した湿潤遅
延量除去法ガ実施段階になるにはまだ時間を要すると考えられる こ と か 5, 測位結
果と湿潤遅延量の :J ミ ュ L, - =J ∃ ン結果を並べ て表示し, 測 位誤差の評価(=役立て
よ うとい う もの である, 従来 のG P SやV LBl の戟測 で は, 測位結果に大気遅延の影響
と思われるドリフトやばらつ きガ見られたとして も, 明確に ｢大気遅延に起因する+
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と断言 で きるだけ のrefe re nceガ存在しなか つ た . その ため , 測位結果の解釈やノ イ
ズ源 の究明という点で大きな障書だっ 缶. もし, 格子点気象デ ー タガ充分(=現実大
気を再現するならば, 測位誤差の =J ミ ュL' - =J ∃ンガ任意の 時刻 ･ 場所で可能とな
る, しかも, 数値予報モデル の向上(=したガ っ て , 過去に戻 っ て の測位誤差評価も
期待できる .
3. W V Rによる実証観測
実際の湿潤遅延量やそれによる測位誤差を評価するため(=は , 現実 の大気変動を
観測し=J ミュL, - =J ヨ ン の妥当性を確認する必要ガある. ま恵, 開発予定の異万性
マ ッピング関数を評価するために , 実測した湿潤遅延長の空間変動と比較しな<て
はな5ない . そこ で , W V Rを用いた湿潤遅延墓観測を気象研究所など と協力して
G PS観測と同時に基線の両端で行う. 具体的には, 天頂方向の湿潤遅延量観測と並
行して , (1)複数の仰角で の全方位ユキ中 ソ , あるい は(2)G P S衛星追跡装置を利用し
た個々 の衛星に対する湿潤遅延量観測を行う . こ う した観測を, 数km ′ - 数1 00km の
基線長で行い, それぞれのケ ー ス につ い てデ ー タを取得する. これ 5の観測臣より,
基線の 両端 での それぞれの湿潤遅延責の変動ガど のような相関を持つ かを調べ る.
以上の縮果はマ ッピング関数の評価だけで な< , 数値予報デ ー タを直接用い て湿潤
遅準星の異万性を求める計算手法構築にも役茸てられる.
今年度は, 包 2 に示すようl=筑波,.及び通博捜合研究所の首都圏広域地殻変動観
測施設 (KS P) 周辺r:軌 ＼て , 関東地方でq)メソ スケ ー ル現象を対象としたWVR観
測を低仰角衛星も含めたG PS観測と並行して実施する . この観測a)際たは, K S P各
局のV LPl集中観測を並行して行 い . GPSとの相互比較を通して マ イ クロ波を利用し
た宇専測地技術r:対する湿潤遅延量変動の影響を調べる予定である .
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囲1 湿潤遅延量の方位異方性 . 10km 格子 ･ 地域モ デル デ ー タを用 い
波線追跡法で 推定した遅延量と球対称大気モ デル による遅延畳との差 .
ただし, 方位角10度毎に移動平均した結果がプロ ッ トされて い る .
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図2 W V R観測を予定して い る 観測 点 通信総合研究所 のKSP 4局(小金井, 鹿嶋,
三浦 , 館山), 及び筑波. 左 上 の 同心 円は, 高度5km を上限と した場合にW V R
が走査で き る範囲で ある . そ れぞれ 円の中心 に位置す る観測点 に対 して ,
仰角5, 10, 及び15度で マ イ ク ロ波が入射した場合 の伝搬経路長を示す .
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